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 国際交流を推進する目的の一つは、こうした

異文化交流において、相手と自分の異なる点を

客観的に捉え、理解し、尊重すること、また同

時に、自分の住むまちの魅力を相手に発信する

力を身につけることで、世界に開かれたまちづ

くりを目指すことにあると思います。そして、

そのためには、市民による交流の裾野をいかに

広げていけるかが今後の重要な課題ではないか

と捉えています。人的な交流が広がる中で産業

はもちろん、異文化に対する理解が一層進み、

信頼し合える関係性が構築される、その先に農

産物や工業製品などの海外市場開拓という、双

方にとってメリットのある民間主体の経済交流

ができれば、本当にすばらしいことだと思いま

す。そうした新たな交流への期待も込めながら、

スポーツや文化などの幅広い分野で、また、よ

り幅広い市民の方に交流いただけるような国外

都市交流事業に、今後も継続して取り組んでま

いりたいと考えています。 

○鈴木富美子議長 ３番、勝見英一朗議員。 

○３番 勝見英一朗議員 時間がありませんので、

質問は省略させていただきます。 

 高等専門学校の件について、最初に市長から

お話ありましたけれども、この高等専門学校、

私立ですが、奨学金等に充てるものについては、

大手企業からの募金、億単位の募金ですが、そ

れをもって充てられてるというようなことでし

た。それで、高等専門学校の内容は芸術という

よりも、社会に出てから起業家としてまともに

独り立ちできるような能力を丸ごと５年間で学

ぶということで、まるごと高専という名前がつ

いてるんですが、その中でＩＣＴの能力なども

相当使われてるようです。そうした人材育成の

魅力があって、企業が募金に応じてると。予想

よりも大きな募金が集まったために、無料にで

きるというようなお話でした。そうした地域の

持つ魅力をいかにしてつくっていくか、それに

よって、場合によっては小さなまちであっても、

こうしたことが可能になるんだなというところ

から、いろいろ考えたところで、今日のアーテ

ィスト・イン・レジデンスの提案をさせていた

だいたところです。 

 このアーティスト・イン・レジデンスについ

ては、観光文化交流課長からも話がありました

けれども、自分のイメージしてるところとは若

干違ってるところもありますし、それから短期

留学についても、市長からありました。これま

での自分の経験からいって、例えばコロラドに

初めて短期留学を出したときは、その当時の山

形県の国際室があって、そこの現地の方とメー

ルでやり取りをして、交流先の高校と、それか

らホームステイ先を探していただいて、こちら

から送り出すだけということで可能でした。そ

うした人材を活用することによって、中学生な

り高校生なりがいろんな体験ができるんだろう

と思っております。 

 また、宮・小桜街区については、何かの建物

を造ったりということは一切考えておりません

で、今あるものをどうやって活用していくか。

そのための一つの方法として、あそこを歩いた

とき、先ほど言いましたけれども、こうした店

舗で、いろんな人が中で創作活動していたら、

それこそリピーターにつながるようなまちにな

るんだろうなと、そんなふうに感じたもんです

から、今回の提案をさせていただきました。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 次に、順位４番、議席番号14

番、梅津善之議員。 

  （14番梅津善之議員登壇） 

○１４番 梅津善之議員 21爽風会を代表して、

一般質問を行います。 

 まず初めに、能登半島地震によりお亡くなり
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になりました方々にお悔やみを申し上げますと

ともに、被災された皆様に心からお見舞いを申

し上げます。皆様方の一日も早い復興、復旧を

願うものです。 

 さて、世界では、ロシアによるウクライナへ

の全面侵略が２月の24日で２年を超え、国連ウ

クライナ人権監視団、国連難民高等弁務官事務

所、国際移住機関事務所によれば、ウクライナ

の死者数は３万人を超え、その中でも民間人の

死者数は１万582人、負傷者数は１万9,875人、

国外避難者は648万人、国内避難者は367万人に

も上ります。2023年６月にウクライナ軍の反転

攻勢を開始しましたが、目立つ成果を上げられ

ず、現在に至っています。長引く戦争は社会的

に弱い立場の人々に重くのしかかっております。

子供や高齢者は即時の平和実現を望むが、奪わ

れた国土は奪還を諦めたくない、ウクライナ国

民としての思いであると思います。また、ウク

ライナを支える民主主義陣営からも巨額の支出

に疑問が出ています。しかし、国際社会の中で

力ずくで領土を奪うことが許されるのであれば、

法の支配を重視する前提とする国際秩序は崩壊

しかねません。力による現状変更を認める権威

主義的な国家が折檻する、新しい国際秩序が生

まれるのではないかと危惧されます。我が国の

安全保障環境にも与える影響は計り知れないと

考えております。 

 ある意味、民主国家の課題に焦点を当てた戦

争ではないかと思われる節があります。選挙で

国民の代表を選ぶ議会制民主主義は、ともすれ

ば短絡的で自己中心的な利益を優先するおそれ

があります。事実、ウクライナ支援に先導役だ

ったはずのアメリカ議会では、支援打切りとい

う体制があることも事実です。この戦争に有効

な対策が打ち出されているのか、本当に疑問視

がなされます。ロシアの大統領は、ウクライナ

侵略を、民主主義、資本主義に疑いの目を向け、

自由で開かれた世界の弱体化を視野に入れてい

るのではないかなどと思える節があります。今

こそ民主主義や資本主義の課題を直視して、自

由で開かれた日本をつくり上げる大切な時期だ

と考えます。国内でも、政治と金をめぐる問題

などに費やしている時間などはないはずです。 

 能登半島地震の対応、物価高騰対策、エネル

ギー問題、自然災害の激甚化、環境問題、子供

の貧困、少子高齢化、生産性の低迷、食料の安

全保障、農業分野では農家の高齢化、耕作放棄

地問題、鳥獣害対策、中でも少子化問題では、

厚生労働省の２月27日の速報値では、出生数は

全国で過去最低の75万8,631人、婚姻件数も戦

後初めて50万件を下回り、48万9,281組となり

ます。まさに異次元の少子化対策が求められて

おります。民主主義、資本主義国家だからこそ、

できることがあると信じております。 

 さて、２月３日に開催されました一般社団法

人長井コミュニティ協議会、長井市自治公民館

連絡協議会、長井市教育委員会の主催の講演、

縮充フォーラム、山形大学農学部食料生命環境

学科の渡辺理恵准教授の基調講演では、今まで

の地域づくりの活動を棚卸しをして考える。そ

して、その志を考える。志とは、心と指すを、

住人の減少に伴い、類似しているものを統合す

ることなど、明確なアドバイスをいただきまし

た。 

 さらに２月18日は、長井の未来を育む少年会

議が開催され、学校生活の中での国際交流を増

やす提案、思いのままのラーメンスタンプラリ

ーの提案、黒獅子の魅力の発信と黒獅子アイス

の提案、「俺が社長になったら星に願いを」と

題した、金もうけだけではなく、環境保全に取

り組み、星コンとは、星形のコンニャクを開発

して、占いや映えスポットで、観光で得たお金

を、花などを植えて地域の魅力アップで地域に

貢献したいなど、それぞれすばらしい提案だっ

たと思っております。フォロワーの職員の皆様

も大変ご苦労さまでした。 
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 また、２月の24日に開催されましたＤＸコン

テンスト、ファイナルイベントでは、ＤＸプロ

ジェクト部門４発表、アイデアチャレンジ部門

４発表、アイデアチャレンジ部門の次世代の部

３発表の合計18発表がなされました。中でもア

イデアチャレンジ部門の次世代の部、長井まる

ごとアート事業の発表では、地域ＩＣＴクラブ

の長井北中、南中のメンバーで結成された代表、

佐浦かりんさんの発表では、プロジェクション

マッピングを使った観光のＰＲなど、まさにど

きどきするような発表で、すぐにでも実現した

いと思うような内容だったと思います。 

 このように多くの市民の皆様方からアイデア、

提案を市民と共に、もちろん職員も一緒になっ

て取り組み、いかにみんなで課題を共有して、

できること、できないことを判断していく必要

があるかと考えます。さらに今年の主な新規事

業では、70周年記念事業に加え、スタインウェ

イグランドピアノのフルコンサート事業、魅力

ある地域づくり推進事業、にぎわい創出事業、

長井南産業団地に関する道路の整備、社会資本

整備総合交付金事業、地方道路整備事業、置賜

生涯学習プラザ施設管理事業など、新規事業が

盛りだくさんです。また、デジタル田園都市国

家構想交付金に係る事業など、様々な新規事業

も計画策定されております。職員の負担も大き

くなっていると思います。 

 今回の質問は、職員人事、業務の管理につい

てです。 

 まずは総務課長に３点、新庁舎になり、働き

やすい環境が整備されたと思いますが、令和５

年度の現在までの早期退職者数は何人ですか。

また、その理由は何でしょうか。 

 ２番目、令和６年度の新規採用者数は何人で

すか。また、その総応募数は何人ですか。 

 ３番目、病気療養中の職員は何人いますか。

また、その理由は何ですか。 

 この３つを総務課長にお願いしたいと思いま

す。 

 次に、４番目ですが、本日は政策推進監がお

休みなので、副市長に、事業の極端な増加が職

員の負担になってるのではないでしょうか。各

種の新規事業、計画策定業務、通常の業務に加

えて、突発的に出てくる事業の対応等で、時間

外勤務など、職員の負担が大きくなっているの

ではないですか。 

 ５番目、副市長には、職員にはそれぞれある

職務分掌は適正に管理され、機能しているんで

しょうか。また、兼務人事は適正に機能してる

んでしょうか。管理職はもとより、職員の負担

増により、やりがいのある仕事になってるんで

しょうか。この辺をお願いしたいと思います。 

 最後に、市長には、市の実情を考えれば、国、

県と連携した施策や補助事業の考え方、取組は

十分理解できます。職員の実態と現状を踏まえ

れば、全体として職務、事業の見直しをして、

バランスを図っていくべきではないかと考えま

す。 

 みんなが幸せに暮らせるまち長井、ずっと笑

顔あふれるまちには、もちろん職員もあってほ

しいと願うものです。ぜひ明確な答弁をお願い

して、壇上からの質問といたします。ありがと

うございました。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 21爽風会の梅津議員のご質問に

お答え申し上げます。梅津議員からは、職員人

事、業務管理についてということで１点いただ

きました。 

 私のほうへは、市の実情を考えれば、国、県

と連携した施策や補助事業の取組は理解するが、

全体として事業の見直しとバランスを取ってい

くべきではないかということなんですが、ちょ

っとよく質問の趣旨が分からないんですが、海

津議員のご質問の中で、最初、早期退職者は何

人かとか原因は何だとか、そういったことなん

ですが、私は長井市役所の働き方については、



 

―７１― 

ここ10年来の働き方改革の中で、私どものほう

では決して時間外が増えてると思いませんし、

それから年休も取れない職場もあるかもしれま

せん。ただ、その辺のところについては、バラ

ンスを考えているつもりです。ただし、おっし

ゃるように、例えば時期的なところでは、今、

税務課とかなんかは忙しいわけですよね。それ

から農林課とか観光文化交流課とか、時期的に

忙しい時期ということもあります。建設課につ

いても、補助事業担当してる方たちは大変な、

特にハードがあって、その後の報告書とか管理

とか、あるいは今の時期ですと除雪で、今年は

雪は少なかったんですけども、そういう波はあ

ると。 

 一番、労務管理上、注意しなきゃいけないの

は、いわゆるハラスメントがないかということ

なんですが、こちらについては、議員もご承知

だと思うんですが、私どもの人事については、

まずは正職員が290名ぐらいで、外に出てる職

員を差し引きますと270名ぐらいでしょうか。

病院とか、あるいは人事交流で西置賜行政組合

もするようにしましたし、あとは地場産業振興

センター、山形アルカディア観光局とか、そう

いったところと、あと国、県への派遣職員、研

修として、そういったことになります。一方で、

会計年度任用職員が150名ぐらいおりまして、

それで、それ以外にもパートとかアルバイトの

方もいらっしゃいますけども、正職員の方には

今の時期、ちょうどこれから人事を行うわけで

すが、毎年ご本人から希望する職場の聴取とか、

あるいは自分の事情なども含めて、これはマル

秘で総務課長とか我々三役、あとは担当課長は

確認してるとは思うんですが、そういったこと

でここの職場は時間外が多いので、違うところ

でお願いしますというのは、よくある要望です。

それらについては、すぐにとは言わなくても、

１年、２年で替わるというのがほとんどです。 

 私ども、梅津議員もこう書いていただいたん

ですが、今、一番の問題は人口減少で、このま

ま放置しておきますと、本当、大変なことにな

ると。ですから、しっかりと私どもとしては、

議員の皆様どう考えてるか分かりませんが、少

なくとも私個人としてはしっかりとした中期、

長期、10年、20年ぐらいのビジョンを持ちなが

ら、それを職員の方にもある程度示し、なおか

つ例えば、先ほど勝見議員からあった寛容性な

どについては、今年度そういった知見を持った

方からの職員全員研修というのは今までやった

ことないと思います。２回に分けて、その講演

聞けなかった方には別途聞いてもらったり、あ

とは以前から長井のほうにもいろいろ来ていた

だいてた日本総研の首席研究員の方とか、その

方からも実際、日本は今、地方自治体はどうな

ってるかということの実態も含めて、まずは自

分の働いてる職場、これは我々地方公務員とい

うよりも、長井市役所の職員としての、何とい

うんでしょうかね、志を持った方に来ていただ

きたいと。 

 ですから、よく私は、私ども三役は、職員の

採用に残念ながら点数はつけられません、利害

者ですから。というのは、いろいろ要望があり

ますから、ですから、点数はつけませんが、最

終的な面談は内定を出すためにしてます。でな

いと、辞退者が続出したんですよ、前に。だか

ら、これでは駄目だと、我々も恐れてないで、

別に点数つけるわけじゃないし、合否はもう決

まってるんだと。内定を出す。念のため、念押

してるんですが、そのときになぜあなたは長井

市の職員になりたいんだと。地方公務員になり

たいんだったら、うちじゃなくて、違うところ

へ行ってくださいと、そういうふうに言ってん

ですよ。これだけ厳しい状況の中で、いや、長

井市というよりも、公務員になりたいという人

が、うちは残念ながら、そういう人は必要ない

と。長井市の職員として市民のために、しかも

自分のことも含めて、頑張っていただく方に来
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ていただきたいということでお願いしてます。

ですから、その代わり、長井市の人だとか市外

から受けてる人だとか、関係ありません。しか

も年齢上あれだったら、もう直採、新卒の方も、

民間で10年とか15年働いた人でも全然問題ない

と、そういう考え方でしてるんですね。 

 ただ、管理できないのはハラスメントが、例

えば上司、管理職だけじゃなくて、すぐそばに

ハラスメントある可能性はたくさんあるんです

よ。例えば同僚の中でのハラスメントもいろい

ろありますけども。 

 あとは例えば直採で入った人で、東京行って、

こういうこと経験してみたいということで辞め

られた方もいらっしゃいます。それは最後に挨

拶いらっしゃるときに、まず、ご苦労さま、あ

りがとうねと。でも、できれば本当はあなたに

もずっと長井市、こう今、厳しいときだから、

ぜひ力を貸してほしかった。今後どうするのっ

て聞くと、いや、実は友達とこういうことを考

えてて、東京で会社つくりたいとか、そういう

ことが多いです。あとは家庭の事情とかあって、

残念ながら辞めるという方も多いです。 

 直接ハラスメントを受けたということで、私

には、私が知らないだけかもしれませんけども、

そういった方はいらっしゃらないと。ただし、

どうしても鬱的な状況になって、なかなか市役

所来れない、あるいは働く気になれないという

方もちろんいらっしゃる。その方の原因はハラ

スメントなのか、あるいは自分の家庭の事情な

のか、それとも違う事情なのか、その辺のとこ

ろがよく分からないと。 

 あと、例えば県と連携した施策や補助事業等

の取組を理解するなんていうことですが、これ

確かに大変です。でも、先ほど鈴木 裕議員と

か、それから金子議員のときなども触れたんで

すが、私どもみたいな本当に財政力の弱い自治

体がしかも遅れていたわけですよ。それを市民

の皆さんは一様に指摘するわけです。隣町はし

てるのに、何でうちできないんだと。うちの地

域はこんなに大変な生活環境なんだよ、何とか

してくれと、皆さんおっしゃいますよね。それ

は、少しずつ何とかしなきゃいけないと。それ

は、それを理解していただいてる職員の皆さん

と力を合わせてやりたいと思ってるんですよ。

だけど、いや、職員の方にもいろんな事情があ

るし、特に若い職員も含めて、財政のこと分か

る職員というのは本当に数少ないんですよ。 

 私も10年ぐらい市の職員をしてて、係長で退

職しましたけども、自分のところの予算を組む

のは、係長が一応つくって、そして上司の決裁

もらって、予算に反映してもらうわけですけど、

市全体がどうなってるとか、あと、ほかと同じ

ようなハード事業やるときも、ほかのところの

事業はどういう制度を使ってるかって、知らな

いんですよね。ですから、若い人にとっては不

満あるかもしれない。何でこんな面倒くさいこ

としなきゃいけないんだって。だけど、これを

やってきたから何とかこれだけハードを短期間

で造って、取りあえずは次の世代にツケを回す

ことはしなくて済むと。確かに起債の残高は残

るけども、通常は10年、15年で全部なくなるわ

けですから、少なくとも我々の子供、孫に全部

ツケを回したなんてことにはならないと。それ

を単独事業で、簡単ですよ、これ、単独事業っ

て。もういずれ制限があって、できなくなっち

ゃうだけの話で、そしたらできないと。それで

終わりなわけですよ。そうじゃなくて、我々は

何とでも皆様の少しでもご希望するような対応

していきたいということで、それには財源足り

ないからいろんなところから引っ張って、その

ためには職員も勉強して、お願いだと。それで、

いや、私はそういうのできないという人は違う

職場行ってもらうと。それで自分は合わないな

という人は今は、昔は、30年前は地方公務員で

も辞めるいうなんて人はほとんどいなかったで

すよ、やっぱり。ですから、私も自分、退職し



 

―７３― 

たとき何か悪いことしたんじゃないかと大分う

わさになったそうなんですが、そんなことじゃ

ないんですよ。自分でやりたいことがある人は

今も昔もこの職場に合わないと思ったら辞める

わけですしね、それが労務管理が悪くて辞めた

っていった場合は大変な問題だと思います。 

 それで、議員からあった、いろいろ言って恐

縮ですが、全体としての事業の見直しというの

は、これ、事業やり過ぎじゃないかということ

なのかどうかがよく分からない。それで、私は

必要でない事業は基本的にやってないと思って

ます。今までの事務事業に加えて時代の要請で

必要なものをやってるということで、しかも、

やりたいんだけどもやれないというのはいっぱ

いあるわけですよ。ですから、これをもっと、

最初、２月の地域フォーラムでの縮充って話し

ましたけども、長井市はどんどん人口減って、

ちっちゃくなるんだから整理したらいいんじゃ

ないかって考え方は私は違うと思います。それ

はにっちもさっちもいかなくなったときですよ。

今からそんなことやってたらどんどんどんどん

人が減ってって、より過疎化が進むだけですよ。

だったら、私は必要ありません。ですから、こ

れ言われると、おまえ、事業しなくていいぞと、

こういうふうに言われてるように私は感じまし

た。そうじゃなくて、今、こんな大変なときに、

我々もそうですけども、特に次の若い人たちに

長井に住みたいと、長井に戻ってきたいと思っ

てもらえるようなまちにしないと。それには職

員みんなで、大変だけども。でも、時間外は決

して増えてないと思いますよ。でも、水曜日の

ノー残業デーなんかも残ってる職員いますよ、

頑張って。いや、本当申し訳ないと思うんです

が。その辺のところはそれぞれの課で管理職に

ある程度ちゃんと指導してもらって、帰るよう

にとか、あとは疲れたら違うところへ移って、

まずは、ちょっと違う仕事をしてもらったりと

いうことをしながら、でも、今の大変厳しいと

きにちょっと無理しないで、マイペースでいこ

うというわけにはいかないと私は思っておりま

すので、もし具体的に何かご提言ございました

ら頂戴したいと思います。 

○鈴木富美子議長 齋藤環樹副市長。 

○齋藤環樹副市長 私のほうには（５）について

の答弁の指名をいただいておりますけれども、

先ほど梅津議員からもございましたように、竹

田政策推進監が都合により欠席ということでご

ざいますので、関連もある（４）も併せて答弁

をさせていただきたいと思います。初めに事務

的な部分についてお答えをさせていただいた後

に答弁の後ろにある考え方というところも触れ

させていただければと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 まず初めに、（４）事業の増加が職員の負担

になっているのではないか、そのことにより時

間外が増えているのではないかというお尋ねで

ございますが、先ほど質問の中に極端な業務の

増加という言葉ございましたけれども、私はそ

こまでの状態だとは考えておりません。時間外

につきましては、様々な行政課題に対応するた

め、突発的な事業、あるいは組織横断的な業務

などは確かに増加しております。定型業務の時

間外については増えてはいないと思いますけれ

ども、そうした部分を含めますと、業務の繁閑

等もありまして、全体としては時間外勤務は増

えている傾向にあるのは一定の事実だと思いま

す。こうした状況を踏まえまして、時間外勤務

の削減に向けまして、労働安全衛生委員会など

を開催し、所属長に対し毎月の時間外勤務状況

を通知するとともに、個々の職員の業務の進行

管理、あるいは時間外勤務を行う場合には事前

申請を徹底するなどの取組を実施しております。

すぐに減少に転じるものではございませんが、

今後も所属長による労務管理を徹底して、時間

外勤務の削減に取り組んでまいりたいと思いま

す。 
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 次に、（５）職務分掌は適正に機能している

のか、兼務人事の考え方はということでござい

ますが、長井市の課設置条例第２条では、各課

の分掌事務、長井市行政組織規則第８条以降で

は各課の室、係の分掌事務を規定しておりまし

て、これに従いそれぞれ所属する職員が所掌事

務を行うこととしております。これは行政事務

の根幹でございまして、全ての業務において適

用されているものでございますので、適正に機

能しているということが当然であると認識して

おります。所管が明らかでない事務が生じた場

合は、市長及び当該課長において所管を定める

ということになりますので、関係各課と協議の

上、業務遂行に向け、適正な所管を決定してお

ります。 

 しかしながら、昨今の多様化する行政課題に

対応するに当たりまして、１つの課だけでは対

処できない業務が増加しております。こうした

課題の解決のため、関係する課を横断的につな

ぎ、連携して業務に当たることを目的として、

新たな室の設置、兼務辞令の発令などを行って

おります。こうすることで、ほかの課の業務で

あっても自分ごととして捉え、責任を持って業

務に当たることができると考えております。 

 それで、答弁の後ろにある考え方ということ

ですが、今、事務分掌、職務分掌についてお話

をさせていただきましたが、それはその時点で

想定される業務、恐らくは通常業務の割り振り

ということになると思います。ただ、今の時代、

地球上のちょっとした現象の変化は予測不能な

大きな変化を引き起こす時代です。社会経済の

グローバル化、政治、地政学、安全保障の不透

明化、気候変動等の不安定化などが長井市を含

む地方行政にも少なからず影響を与える時代、

加えて、地域課題の複雑・多様化が進む中で、

想定される通常業務のみの対応で持続可能な自

治体として果たして生き残っていけるのでしょ

うかという思いはございます。想定外の事態は、

何も仕事に限らず、日々の暮らしや一人一人の

人生においても必ず発生するわけでございまし

て、予定調和が当たり前の時代ではないと考え

ております。想定外の事態、事務事業の発生を

あらかじめ折り込みながら対応しなければなら

ないのが、今の時代、行政組織に限らず、あら

ゆる組織に求められる命題だと考えております。

昔、私が40年ちょっと前、市役所に奉職した頃

は行政組織はシンプルで、長井市は建設課、県

は土木部、国は建設省と、極めてシンプルな縦

割り組織で、そこだけで対応可能だったわけで

すけれども、今は行政課題も複雑・多様化して

おりまして、単一の課だけで対応できる案件の

ほうが恐らく少ないと。組織横断的な対応が必

要不可欠となっております。そうした中で、通

り一遍の通常業務、定型業務が本来の自分の仕

事で、それ以外の業務は余計な仕事だと、そん

なことを考えてる職員はいないとは思いますが、

そうした認識があるとすれば、それは極めて、

今の時代、認識不足であると思っています。 

 地方公務員の給与や勤務条件、これは基本的

には民間、それから国等に準拠するのが原則で

ありまして、地方公務員法の第24条にも規定さ

れております。民間や国の組織は、先ほど申し

上げました状況を踏まえ、組織を取り巻く状況

に対応するため、組織横断的な事務の執行、兼

務やプロジェクトなど、柔軟、かつ機動的に対

応しており、そうした状況、働き方などを織り

込んで、あるいは前提とした給与をはじめとす

る勤務条件等の制度設計等が講じられておりま

す。長井市職員の給与や勤務条件は、人事院勧

告、あるいは人事委員会勧告等を通じて、民間

や国等に準拠し、その利益を享受している以上、

当然、民間等に倣った柔軟な組織運営や働き方

も必要となる場合がございます。例えば最近で

は新型コロナワクチン接種対応、マイナンバー

の取得率向上などの取組につきましては、まさ

に市民の安全安心、利便性の確保のため、迅速、
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かつ適切な対応が求められた際、当然、長井市

といたしましても組織横断的な取組を行いまし

たけれども、これが本来の事務分掌でいくと所

管課職員にとっても負担軽減のために必要不可

欠でございまして、私ども市職員が市役所に奉

職する際に服務の宣誓というのを行いますけれ

ども、全体の奉仕者としてという志、これにか

なうものだと思っておりますし、職員の皆さん

にとっては大変忙しく、大変だったと思います

けれども、市職員としてはやりがいのある仕事

の一つだったんではないかと考えております。 

 それから、先ほどの市長のご答弁と一部重な

る部分もありますけれども、財源対策の話なん

ですが、今はどの自治体も、程度の差はありま

すけれども、財政状況が厳しいと。有利な補助

金、交付金、あるいは交付税措置等が見込める

事業を選択していかないとやっていけない時代

で、ある意味、自治体間の生存競争でもあると

考えております。補助金、あるいは交付税措置

等のある事業、採択してもらうには手間や工夫

が必要で、時間と労力がかかると。国や県に職

員を派遣して、情報を収集して、研究して、相

談する、あるいは何度もストーリーを練り直し

たり、関係者と協議を重ねるなど手間暇が必要

です。ただし、それを惜しんで、楽な道を選ん

でしまったら、限りある一般財源だけで市民の

要望に応えることはできないと思っております

し、例えば公共施設整備でいえばそもそも新築、

改築も一般財源ではできませんし、後年度負担

の軽減などは到底できなかった話だろうと思っ

ています。要は通り一遍の通常業務だけをこな

せば済む時代ではございませんで、この時代に

求められる市職員の仕事ではないと考えており

ます。 

 ただ、一方で、質、量ともに業務量は増加す

るということは否めないと思いますので、職員

の負担軽減を図る意味でも、例えばデジタル技

術を活用することなどでいわゆるバックヤード

の業務改革による職員の負荷軽減を図るなどの

ほか、使用者としての安全配慮義務を有してお

りますので、職員の健康管理、メンタルヘルス

対策につきましてもこれまで整備してきた安全

衛生体制の一層の充実、きめ細かな運用を図り

ながら、職員が心と体の健康を確保しつつ、一

人でも多くの職員にとってこの長井市役所が働

きがいのある職場になるよう努めてまいりたい

と考えております。こうした状況と市の取組に

つきましては、梅津議員、既にご承知のことと

は思いますが、改めてご理解をいただきたいと

考えております。 

○鈴木富美子議長 三瓶仁之総務課長。 

○三瓶仁之総務課長 私のほうには３点ご質問を

いただいております。 

 まず初めに、（１）新庁舎となり、働きやす

い環境が整備されたと思うが、令和５年度、現

在までの早期退職者は何人か、また、その理由

はについてでございます。 

 新庁舎となりまして、市内に分散されていた

市の機関が１つに統合されたことで、他の部署

との連携がスムーズになりました。課を越えた

横断的な業務が円滑に進められていると感じて

おります。そうした中で、令和５年度中に既に

退職した職員は４名、年度末に早期退職予定の

職員は行政職、技能労務職を含め４名となって

おります。退職理由としましては、体調に不安

を抱え退職する職員、新しい環境にチャレンジ

する職員など様々ですが、多様な働き方が可能

な現代社会におきましてはワーク・ライフ・バ

ランスを考慮し、自分に合った働き方を選択す

る職員が増えてきていると感じております。 

 続きまして、（２）令和６年度の新規採用者

数は何人か、また、応募者数はについてでござ

います。 

 令和５年度中は、６月に行政職の大卒程度、

保健師、保育士、９月に行政職、高卒程度の試

験、12月に看護師、１月に行政職、大卒程度の
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追加試験を実施しております。それぞれの申込

者数と採用内定者数は、６月、行政職、大卒程

度申込者数71名、採用内定者数５名、保健師、

申込者数５名、採用内定者数１名、保育士、申

込者数６名、採用内定者数１名、９月、行政職、

高卒程度、申込者数９名、採用内定者数１名で

すが、１名の方は既に辞退されております。続

きまして、12月の看護師の採用試験でございま

す。申込者数４名、採用内定者数３名となって

おります。 

 なお、１月に実施した行政職の大卒程度の申

込者数は10名で、現在はようやく最終の面接を

終えたところでございます。 

 最後に、（３）病気休職中の職員はいるのか、

また、その人数と理由はについてでございます。 

 現在、病気休暇中の職員は４名、病気休職中

は２名、合計６名となっております。そのうち

精神的な疾患、いわゆるメンタルヘルスによる

疾病でございますが、休暇を取得している職員

は５名となっております。いわゆる精神的な疾

患で休んでいる職員の要因としましては、先ほ

どもありましたけども、仕事の悩みだけではな

く、家庭の事情、個人的な悩みなど多々の要因

が含まれてのお休みとなってるようでございま

す。 

○鈴木富美子議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 増大する行政業務、さ

らに多様化している現代に合わせた中で、職員

もなかなか大変だろうなと思っての質問でござ

いましたし、伺うには体調悪くして、お休みに

なってる方もいるということでございましたの

で、休んでる人がいれば、その分、誰かがカバ

ーしなきゃいけない現実もありますよね。大変

だって、そうなる前に、もちろん市長が端から

端まで見えるわけじゃないでしょうから、管理

職なり、上司が見て、ケアできるならばすべき

だというのは当然あると思いますし、これは公

務員と私が事業を一生懸命やってたときとは全

く関係ないかどうかなんですが、自分で物を作

ったら売らなきゃいけないので、私は現場から

離れることが多かったり、さんざん注文取って

きて、明日まで作っとけよと、こう電話で連絡

して、夕方戻ってくると、まだやってねえのか

と、こういうことをよく口にするときが今思う

とあったようだなというのを振り返るわけです。

ただ単に物を作れば売れるという時代でない中

で、さんざん働いている人にひどい思いをさせ

てきたんだなというのとそれぞれやりがいなり、

生きがい、その職場で自分が市民の役に立って

る、上司から言われたことも含め、自らの考え

も含めて、やりがいのある職場であっていただ

きたいなと思うわけです。そこには上からなり、

管理職からなり、いろんな中で落ちてくること

と自分たちが思い描いてることのギャップがあ

るのではないかなんていうことが必ずあると思

うんです。それはいろんな意味で埋めるコミュ

ニケーションを取ったり、便利な機械を導入し

たり、効率的なことをできる提案をしたり、お

互い話し合った中で進めていくことが大事であ

ると。どんな大変なことも一人じゃなくて、み

んなでやるという意識さえあれば、もちろんそ

れは市民のため、もう市長や皆さんのためでも

あると思えば、やりがいとなって返ってくるこ

とだと私は思いますよ。自分が新たなことをや

りたくて、お辞めになる分には全然、頑張って

くれと、そういう思いで送り出していいんです

が、そうでないとすると、中にいろんな原因が

あるんではないかなと思ったところです。職員

の数も限られた中で今の事務事業をこなしてい

くのに、市長がおっしゃるとおり人口が減少し

ていく中で何とか都市機能を持って長井市とし

て残りたい、大きな自治体とはならなくても現

状を維持しながら残りたいという気持ちは私も

そうですよ、それは。でも、そのひずみの中に

職員が負担を抱えて、悩んでいるということも

現実としてある。それはみんなでケアしていか
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なきゃいけないことだと思うし、適正かどうか

なんていうことはそれぞれ違うわけですよね。

それをお互いの中で共有しながら、全体でチー

ムでクリアしていくのが私は、今までの経験上、

そう思うところです。もう寒い吹雪の中で仕事

をさせて、自分は出荷の準備をしないで、営業

しながら帰ってくると、悲壮感を漂う顔つきを

見ながら、苦労かけてるんだななんて思いなが

らも、目の前のお金が欲しいからとっとと仕事

してほしいという気持ちが多くて、ご苦労さま

の言葉もかけられずに自らがいたのも、ふと振

り返ると、思ったりします。その当時は人も余

ってて、どっからでも人も来る時代だったとい

うのもあるんでしょうけども、限られた中で精

いっぱいのパフォーマンスをできる市役所であ

ってほしいし、市長もおっしゃるダイバーシテ

ィとインクルージョン、まさにそのとおりじゃ

ないですか。それは市役所の職員も含めてぜひ

そうあってほしいと思いますが、その辺、市長、

いかがですか。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員は何か職員からのお話

を聞いて、おっしゃってるのかなと思ったので

すが、我々、今度、職場が１つになりまして、

１か所で、それで私も時間あったらできるだけ

回らなきゃなと思って、ほとんど回れません。

ただ、自分の経験から、あるいは今までの様々

な職員の話を聞きますと、まずは職場の人間関

係があるんですね。それから、特に１階の職場

なんかですと、もう市民からのお叱りで本当立

ち直れなくなった職員というのは私、知ってる

だけで、ここ10年ぐらいですよ、四、五人いま

す。上司から、あるいは同僚からのハラスメン

トはよく分からないんですよ、正直。本人が、

これは総務課が窓口になってますけど、あるい

はわざわざそこに行かなくてもそれなりのちゃ

んと相談できる例えば労働組合もありますし、

それから産業医もいるわけですね。産業医はも

う一人増やそうということにしてますけれども。

それから、メンタルヘルスのチェックの項目と

かのアンケートとかもやってるわけです、定期

的に。ちょっと梅津議員からの今回のご質問と

いうのはどなたかから相談があって、この場で、

議場でお話しなさってるのか、それとも梅津議

員の想像でおっしゃってるのか、よく分からな

いんですよ。ですから、私の経験からいいます

と、例えばこれから人事なんですが、人事を出

して、その人事が嫌で、４月１日から来なくな

った職員って、今まで何人か知ってます。私、

市長になってからだけでも知ってます。10日ぐ

らいたったら医師からの診断書が来て、鬱病だ

ということで、そこからもう定期的に。２年目

ぐらいだったかな、人事を変えたら、にこにこ

して戻ってきて、その後、復職しました。これ

ね、本当に人それぞれなんで、私は想像では言

えないです。ただし、非常にこういった精神的

なものについてはちょっと本当に分からなくて、

ですから、本来であれば労働組合というのはそ

の辺のところはしっかりと受け入れてくれて、

そして我々のほうにも、例えば労使交渉という

のは私、全部出るようにしてますけども、市長

に就かせていただいて、私が出なかったことは

１回もなかったと思うんですが、ちゃんと真摯

に聞きます。労働組合のほうは情報持ってます。

ただ、人事が不満で休んでる人の情報はあんま

り持ってないですね。メンタル、ハラスメント

を受けてということはよく情報をお持ちです。

あとは市民からいただいた様々な本当に厳しい

苦情あります。多分、議員もあると思いますし、

私も、正直言って、いろんな座談会とかなんか

のときにかなりきついこと言われたりもします

けども、ただ、私はそういった市民の方とは面

と向かって、お互い意見交換しないと駄目だと

思ってますから、すみませんなんてことで済ま

ないですよね。そういうようなことで理解し合

わなきゃいけないと思ってますが、正直なとこ
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ろ、職場内のことについては、幾ら会計年度任

用職員も含めて450人ぐらいの組織だと言って

も、全てを我々、分かるというのはあり得ませ

んし、多分、課長、管理職が分からないで静か

に進行してる部分もあるでしょうし、ただ、市

民から言われた部分については周りの上司とか

同僚が見てますのでその辺のケアはしても、そ

れはショックで、もう窓口来れないって、本当、

一生懸命な職員なほどいらっしゃるんですよ、

特に若くて。ですから、そういうのは非常に残

念なんですが、そういったことでお辞めになる

方もいらっしゃって、いや、ちょっともう少し

ゆっくり休んでいいからと言っても、もう駄目

ですね、一旦、そういう精神状態になりますと。

ですから、そこのところは少なくとも上司から

とか、あるいは同僚からのハラスメントではな

いようにとしてますが、例えば５人休職してる

うちの長い人だともうかなり長いんですよ。１

年、２年じゃないです。もう10年以上。でも、

本人は辞めたくないということなんでしょうけ

ども、でも、職場の皆さんは大変だと。でも、

私どもとしては、本当にうちみたいな役所はあ

んまりないと思うんですが、働く意欲があれば

手続を取って、待ってるということしてますの

で、ですから、梅津議員から今回の質問いただ

いたというのはよく趣旨が分からないんですね。

でも、例えばこういう職員からあったぞという

ふうに言っていただければ分かるんですが、た

だ、それは議場でお話しするよりも、具体的に

総務課長とか、あるいは我々のほうにお話しし

ていただければ、一般的なこととしては私は市

民の皆様のために頑張ってくださいと。それが

自分の幸せにもつながると。あとは一生懸命頑

張って、市民が評価してくれるんですよ。褒め

てくれる。そのときのやりがいっていいますか

ね、もうそれを我々は求めてる。ただ、給料で

生活するために働いてんだではないです。それ

だけではないので、そういったことも考えてま

すので、もし具体的な何か至らぬ点とかありま

したらぜひ、この場じゃなくても結構ですので、

副市長とか私でも構いませんし、あと、総務課

長のほうにお願いできればなと思います。 

 なお、補助事業のどうのこうのというのは誤

解されてる若い職員もいらっしゃるかもしれな

いです。補助事業って、そう簡単に受けられな

いですよ。我々だって、例えばＴＡＳの今のリ

ノベーションの事業なんかももう何回お願いし

ても、外部審査が厳しくて、駄目で、何回も頭

下げましたよ。あとはいろんな官僚の皆さんと

話して、向こうも、そうかと。何とか応援した

いと。それでも外部審査、それは、外部審査と

いうのは全く第三者でしますから、本当に理解

得られないと。もう私がメンタルでやられるぐ

らい、何でこれは駄目なんだよ、何の理由なん

だよって言いたいぐらいですよ。ですから、そ

ういうのは付き物なので、若い職員なんかもそ

ういうことを経験しながら、今の、やがて財源

をどうするということの大切さというの、分か

ると思うんですよ。財源確保してなかったら、

だって、口では幾ら格好いいこと言えても、

我々の仕事って実現して何ぼじゃないですか。

実現できなけど、じゃあ、理想だけ言って、そ

れでみんな納得するかというと、納得する人も

いるかもしれないですけども、我々はできるだ

け形に、その要望に応えたいということで努力

してるので、職員の皆さんにもそれはご理解い

ただきたいなと思います。すみません、長くな

りました。 

○鈴木富美子議長 14番、梅津善之議員。 

○１４番 梅津善之議員 十分、市長のおっしゃ

ることも分かりますし、伝えて、みんなに分か

っていただくということが大事だと思いますし、

聞く力も含めて、言ってくれる人なんか、私は

ありがたいとむしろ思ってる。何ていうのかな、

上司とか権力のある人に、おまえ、違うんじゃ

ねえかなんて言ってもらえんのが、ありがたい
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ですよね、私は。大変なときに私も勝手なこと

して、1,500万円ぐらいのコンバインを勝手に

買って、これ、どっからお金出したんだなんて

聞かれると、小さな子供に、お父さん、裸の王

様だななんて言われました。意味が分かんなか

った。裸の王様のこと分からないのでね。みん

なのために私が効率的にやろうと思って、やっ

てること全く理解してないんですよね。子供に

言われるのはかちんと来るのかどうかは別にし

て、そんなこと、従業員の人が言うわけはなく

て、会社のこと思って、みんな、一生懸命頑張

ってる中で、代表がそういうふうに判断したん

だろうなって諦めもあるんだろうけども、そん

な金あんなら給料上げてくださいとか言いたか

ったんだろうななんて今、ふと思いますよね。

仕事が忙しくて、大変なの、十分分かります。

隅々まで職員の声に耳を傾けていただいて、む

しろ自分の意見に反対のこと言う人ぐらい脇に

置いていただけるほうが市政運営がうまくいく

のではないかなと思うときが私もありますので、

ぜひいろんな思いで今後とも市長には頑張って

いただきたいと思います。 

 全く関係ないんですが、卒業式に市長におい

でいただいて、はなむけの言葉をいただきまし

た。子供たちも市長の話もよかったという話を

私も聞いておりますし、大変ありがたかったな

と思っております。 

 学校長からはヘレン・ケラーのお話もありま

したし、これからの子供たちに夢の実現とかを

考えていただく、もちろん市の職員の若い人も

市役所内で頑張れる雰囲気、そういうことを思

っていただけるような管理職や市長、副市長で

あってほしいとお願いも含めて申し上げておき

たいと思います。 

 最後に、全く関係ないんですが、これも私の

大好きな歌が１つあって、ここで歌を歌うわけ

にいかないので、歌詞だけちょっと一言ご紹介

申し上げますと、「明日への手紙」という手嶌

葵さんの歌なんですけども、元気でいますか、

大事な人はできましたかと、いつか夢はかない

ますかと、この道の先で覚えていますか、揺れ

る麦の穂、ある夕映えと、地平線続く空を探し

続けていた、明日を描こうとしながら今、夢の

中へ形ないものを描き、そっとそっと抱きしめ

て進むんだと。当然、市長だって悩みもありま

すし、職員だってみんな、悩みもありますよ。

その大きさも小ささもありますけど、それも含

めてみんなで言ってほしいし、悩みながらも全

体として前に進む長井市役所を目指していただ

きたいと思いまして、私の質問を終わりたいと

思います。ありがとうございました。 

○鈴木富美子議長 ここで暫時休憩いたします。 

 再開は午後３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５６分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○鈴木富美子議長 休憩前に復し、会議を続行い

たします。 

 次に、政党代表質問を行います。 

 

 

 鈴木英則議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位５番、議席番号２番、鈴

木英則議員。 

  （２番鈴木英則議員登壇） 

○２番 鈴木英則議員 公明党の鈴木英則です。

今日、最後の一般質問となりました。公明党と

しての代表ということで、３月の定例会の一般

質問を３項目について行わせていただきます。 

 １項目めは、子宮頸がん予防、ヒトパピロー

マウイルス（ＨＰＶ）ワクチンの接種について


